
２０２２年 ２月 ２８日 

協力会社のみなさまへ 

株式会社奥村組 

 

 

優良職長制度の改定について 

 

謹啓 貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、当社では 2012 年度より優良職長制度を創設し、制度の運用開始から  

9 年が経過しておりますが、更なる現場運営のリーダーとしてご活躍頂くべく、

2022年 4月より優良職長制度を改定し新制度にて運用いたします。 

 主な改定内容および留意事項、制度改定にともなう暫定措置を以下のとおり

お知らせいたします。協力会社のみなさまにおかれましては、新制度へのご理解

のほどよろしくお願いいたします。 

                                      

謹白 

 

記 

 

【主な改定点】 

①優良職長を階層分けについて 

優良職長を 3 階層に変更します。工事単位での認定を容易にする『現場  

マイスター』を新たに設けるとともに、優良職長のモチベーション向上を 

図るべく、より上位の『エリアマイスター』、『スーパーマイスター』を   

設けます。 

 

≪現場マイスター≫ 

・継続的に工事のない地域では、従来のように年度ごとの認定を継続する 

ことが難しいため、工事ごとに認定できるよう、推薦および認定時期を 

随時とします。 

・認定要件から「安全衛生協力会正会員」の制約を無くし、正会員以外の  

協力会社からも広く認定できるようにします。 

・手当日額は 1,000円とします。 



≪エリアマイスター≫ 

・主な役割は現場マイスターと同様としますが、「奥村組安全衛生協力会  

正会員」の要件を追加します。 

・推薦および認定時期は、現場マイスターと同様に随時とします。 

・手当日額は 2,000円とします。 

※現行制度の優良職長は、一部を除いてエリアマイスターに任用します。 

但し、奥村組安全衛生協力会正会員会社と下請負契約を締結する会社等に 

所属する優良職長については、制度改定後よりエリアマイスターに任用 

することができません。制度改定以降、自社所属の優良職長をエリア  

マイスターに任用されたい協力会社につきましては、必ず奥村組協力会 

正会員として入会してください。 

 

≪スーパーマイスター≫ 

・優良職長の格付け最上位とし、エリアマイスターの中から特別に優秀な 

職長を認定することとします。 

・推薦時期を随時、認定時期は年１回とします。 

・手当日額は 3,000円とします。 

※現行制度の優良職長の中から、暫定措置上の認定時要件（別添資料１  

『優良職長制度改定にともなう暫定措置について』参照）を満たす者は、 

当社の東／西日本支社安全衛生委員会および中央安全衛生委員会で  

審査し、適合と判断した者をスーパーマイスターに認定する。 

 

②評価制度の導入 

同一職長でも工事所長によっては評価が異なる事例があることから、新たに

評価基準を設け、従事現場ごとに工事所長による対象職長への評価を実施し、

認定及び昇格等の判断材料とします。 

 

③年齢制限を満 70歳未満に変更 

新規入職者の減少にともなう人手不足が懸念される建設業において、   

次世代の若手技能者を確保し、技術継承していくためには、知識や経験を 

積んだ 65 歳以上の熟練技術者が現場で活躍していく必要があることから、

優良職長の上限年齢を満 70歳未満に引き上げます。 



 ④スキルマップサイトによる従事実績の導入 

現行制度では、優良職長に「奥村組マイスター手帳」を配付し、当社工事所

の従事日ごとに所長の確認印を受ける運用としていましたが、『スキル  

マップサイト』を用いた従事実績の電子報告を新たに導入することで、  

業務効率化を図ります。 

このシステム導入にともない、優良職長の所属会社の皆さまについては、 

スキルマップサイト上での勤怠実績報告を、認定現場の従事月に実施して 

いただく必要がございますので、ご留意ください。 

 

≪スキルマップサイト勤怠報告手順≫ 

①優良職長は、当社の工事所の業務に従事した場合、各現場に設置したカード

リーダーなどで自身の CCUS カードを読み取らせ、従事履歴を蓄積する。 

②優良職長の所属会社は、勤怠実績報告書を毎月末日に締切り、翌月 5 日まで

にスキルマップサイト上において工事所長へ申請する。（工事所長による 

承認は、毎月 10 日までに実施されます） 

③工事所長より承認を受けた後、スキルマップサイト上で『勤怠実績報告書』

を出力し、優良職長手当の請求書とともに提出する。 

優良職長手当の請求書に限り、以下の宛先に郵送ください。 

 東日本支社管轄（札幌、東北、東日本、名古屋） 

→東日本支社工事総務課（〒108-8381 東京都港区芝 5‐6‐1） 

  西日本支社管轄（西日本、四国、広島、九州 ） 

→西日本支社工事総務課（〒545-8555 大阪府大阪市阿倍野区松崎町 2-2-2） 

  

※スキルマップサイトは、自社の企業担当者より本サービスの利用設定を  

受け、かつグリーンサイト閲覧用 ID（MCDP‐ID）をお持ちの方であれば、

閲覧・操作することができます。 

※詳細な操作方法については、別添資料２『スキルマップサイトマニュアル 

（協力会社様用）』および『スキルマップサイト操作方法動画』をご参照    

ください。 

 

 

その他の改定内容につきましては、以下の『優良職長制度 新旧比較表』を  

ご参照くださいますよう、お願い申し上げます。 

https://gs.kensetsu-site.com/helpdesk/public_file/%E5%8D%94%E5%8A%9B%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E7%94%A8%E6%93%8D%E4%BD%9C%E8%AA%AC%E6%98%8E%E5%8B%95%E7%94%BB.zip


優良職長制度 新旧比較表

現行制度 制度改定案（ 2022.04.01～）

階層

(管理部署)

1階層

優良職長

（ 安全品質環境本部）

3階層

現場マイスター

（ 現場、支社店安全担当）

エリアマイスター

（ 支社店安全担当）

スーパーマイスター

(安全品質環境本部)

概要

目的

・ 現場運営のﾘー ﾀ゙ とーして

更なる気概を持って現場

全体を活性化する

・ 生産性向上に寄与する

他の協力会社の手本と

なるべく 、 安全衛生、

品質、 環境管理等業務

の推進、 生産性向上、

働き方改善等を推進

し、 現場運営の改善に

寄与する。

現場マイスターと

同等の役割に加え、

有能な人材の確保を

目的とする

優良職長の格付け最上位

とし、 エリアマイスター

の中から特に優秀な職長

（ 2 現場以上の工事所長

による『 A』 評価等） を

認定時要件とする

初回認定

フロー

⇒WF の申請・

審査・ 承認者を

表す。

工事所長

↓

担当部門長

審査

↓

支社安全衛生委員会

審査

↓

工事所長推薦

↓

担当部門長

認定

工事所長推薦

↓

担当部門長

審査

↓

支社店安全衛生委員会

審査

↓

支社安全品質環境

部長／支店安全担当

部長承認

↓

支社安全管理課長

推薦

↓

支社安全品質環境

部長審査

↓

支社安全衛生委員会

審査

↓

中央安全衛生委員会

審査

↓

本部安全品質環境

部長承認

↓

中央安全衛生委員長

承認

↓

推薦受付時期 毎年12月1日 随時

認定期間 4月1日から 1年間

WF 承認日翌日

～ 認定現場での

所属会社工期
4月1日から 1年間

更新

本社事務局が支社店事務

局を通じて、支社及び支店

審査会に活動状況の評価

を依頼し、 更新。

無し

自動更新
事故災害の重大・ 重篤性

や過失度合いによって

降格の措置有り

WF 承認日翌日から

原則継続

2 現場以上の所長から

『 E』 評価を受けた者

は、 支社店安全衛生

委員会審査の結果次第

で認定取消措置あり

支社店安全衛生

委員長認定

中央安全衛生

委員会認定

社長 認定

2022.03.10更新



現行制度 新制度案（ 2022.04.01～）

階層
(管理部署)

1階層

優良職長

（ 安全品質環境本部）

3階層

現場マイスター

（ 現場、支社店安全担当）

エリアマイスター

（ 支社店安全担当）

スーパーマイスター

(安全品質環境本部)

CCUS能力

評価制度
技能者登録完了 技能者登録完了 技能者登録完了

レベル3
（ シルバー） 以上

累積実績日数
・ 現場経験7年以上

・ OKU 工事所1年以上
無し 無し

現場ﾏｲｽﾀ ・ー ｴﾘｱﾏｲｽﾀｰ

通算で、当社工事所での

累積実績日数300日以上

認定時要件

（ 協力会）

協力会正会員
（ 正会員会社と下請負

契約締結会社含む）

要件無し 協力会正会員 協力会正会員

認定時要件

(事故・ 災害)

職長として担当した現場に

おいて、 過去１年以上、休業

４ 日以上の労働災害を発生

させていない。

過去1年間、 休業4日以上等の事故・ 災害を配下作業員

もしく は本人が発生させていない

認定リスト

管理
安全品質環境本部

各支社店

安全担当者

各支社店

安全担当者
安全品質環境本部

手当日額 2,000円 1,000円 2,000円 3,000円

手当請求
職長の担当作業終了時

長期に限り半期(9,3月)請求
毎月請求

年齢制限 満65歳未満 満70歳未満

評価 規定なし

職長所属会社の購買契約者評価を行う際に併せて、 対象職長への

評価を実施し、 システムを用いて管理部署に報告する運用とする。

（ リスト に評価を反映させるため）

⇒エリアマイスターは、 評価によって認定取り消しや昇格権利を

得る。

特典

・ 認定証交付

・「 奥村マイスター」

シール授与

・ 記念品授与(初回のみ)

・ 初回のみ認定証を交付する

スーパーマイスターは安全大会にて交付する。 エリアマイスター

は安全大会時に新規認定者の紹介のみ行う。

・ 階層ごとにマイスター腕章を授与し、 工事所で着用させる

（「 奥村マイスター」 シール廃止）

・ 記念品授与（ スーパーマイスターのみ、 認定時）

処遇

(手当休止)
規定なし

休業4日以上等の事故・ 災害を配下作業員もしく は本人が

発生させた場合、 手当休止期間を設ける

原則6ヵ月
(重大・ 重篤性や過失度合いに応じて1年間)

1年間

〔 本件お問い合わせ先〕

・ 株式会社奥村組

安全品質環境本部 安全品質環境部 安全管理課

担当： 織田、 太田（ TEL： 06‐ 6625‐ 3922）

・ 東日本支社安全品質環境部 安全管理課

担当： 藤後、 蓮沼（ TEL： 03‐ 5427‐ 8197）

・ 西日本支社安全品質環境部 安全管理課

担当： 金咲、 梅本（ TEL： 06‐ 6625‐ 3874）

以 上



2022.03.10更新

補足資料１

・ エリアマイスターおよびスーパーマイスターについては、 初回フローはワークフロー

システムと各安全衛生委員会等による申請・ 審査・ 承認が必要となるが、2現場目以降の

フローは、 ワークフローシステムのみの運用となる。

エリアマイスター スーパーマイスター

初回認定

現場フロー

2現場目以降フロー

（ 支払手続き用）

初回認定

現場フロー

2現場目以降フロー

（ 支払手続き用）

工事所長推薦

↓

担当部門長

審査

↓

支社店安全衛生委員会

審査

↓

支社安全品質環境

部長／支店安全担当

部長承認

↓

支社店安全衛生

委員長認定

工事所長推薦

↓

担当部門長

審査

↓

支社安全品質環境

部長／支店安全担当

部長承認

支社安全管理課長

推薦

↓

支社安全品質環境

部長審査

↓

支社安全衛生委員会

審査

↓

中央安全衛生委員会

審査

↓

本部安全品質環境

部長承認

↓

中央安全衛生委員長

承認

↓

支社安全管理課長

推薦

↓

支社安全品質環境

部長審査

↓

本部安全品質環境

部長承認

： ワークフローシステムの申請・ 審査・ 承認者を表す。

※現場マイスター、 エリ アマイスターともに、 工事所長によるワークフローシステム

『 推薦／認定』 申請が承認されることで、 初めて優良職長手当を支給することができる

ものとする。

社長 認定



11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

【ケース１】

現行制度優良職長のα氏は、A現場で2022年3月末まで従事

しており、4月1日よりエリアマイスターに任用されている。

2022年5月1日よりB現場で認定し手当を支給するためには、

WF申請（ 推薦／認定） が必要となる。また、認定期間終了

の同年7月末にはWF申請（ 評価） が必要となる。

⇒応援のため6～7月にC現場で従事しても、B現場の認定期

間中であるため、C現場従事分の手当は支給されない。

【ケース２】

現行制度優良職長のβ氏は、D現場で2021年11月～2022年

6月末まで従事する予定である。β氏は、4月1日よりエリアマイス

ターに任用されている。

引続き手当を支給するためには、2022年4月1日にWF申請

（ 推薦／認定） が必要になる。また、認定期間終了の同年6

月末にはWF申請（ 評価） が必要となる。

以降、E現場で認定する場合は、8月1日に（ 推薦／認定） を

行い、認定期間終了後の9月末には（ 評価） のWF申請が必

要になる。

【ケース３】

現行制度優良職長のγ氏は、2022年4月末まで当社現場に

従事していなかった。

2022年5月1日よりF現場で認定し手当を支給するためには、

WF申請（ 推薦／認定） が必要となる。また、認定期間終了

の同年6月末にはWF申請（ 評価） が必要となる。

以降、G現場で認定する場合は、8月15日に（ 推薦／認定）

を行い、認定期間終了後の10月末には（ 評価） のWF申請が

必要になる。

●工事所長によるWF（ 推薦／認定） が承認されることで、初めて優良職長手当を支給することができます。

●優良職長の認定（ 優良職長手当の支給） は、１工事所のみ有効となる。　⇒　複数工事所での同時認定はできません。

旧・優良職長制度 新・優良職長制度
 ： WF申請（ 推薦／認定）

： WF申請（ 評価）

エリアマイスター手当支給に際する手続きについて 2022.03.10更新

2021年 2022年

A現場 B現場

C現場

C現場での認定は最短で8月1日から。

(B現場認定期間／評価終了後)

D現場

E現場

F現場

G現場

α氏の場合、4月はエリアマイスター資格

保持期間であるが、現場の認定がない

ため、手当は支給されない。

β氏の場合、7、10月はエリアマイスター

資格保持期間であるが、現場の認定

がないため、手当は支給されない。

γ氏の場合、4、7～8月中旬まではエリア

マイスター資格保持期間であるが、現場の

認定がないため、手当は支給されない。

α氏

β氏

γ氏

複数工事所での同時認定

（ 手当支払い） はできない！！

8/15

補足資料２



別添資料１

優良職長制度改定にともなう暫定措置について

・ 現行制度に沿った優良職長の新規推薦（ 毎年１ ２ 月の『 優良職長推薦書』 を 

用いた推薦受け付け） は行わず、 現行制度の優良職長は一部を除いてエリア  

マイスターに任用します。  

・ スーパーマイスターに値する職長は、 初年度よりスーパーマイスターとして 

推薦できるよう、 暫定措置を設けます。  

現行制度の優良職長のうち、次の６ つの要件を満たす者は、当社の東／西日本

支社安全衛生委員会および中央安全衛生委員会で審査し、適合と判断した者を

スーパーマイスターに認定する。（ ⑥が暫定措置の該当箇所となる）  

 ①職長の所属会社は、 安全衛生協力会の正会員である。  

 ②CCUS 能力評価制度における「 レベル３（ シルバー）」 以上に該当している。 

 ③当社工事所での累積実績日数３ ００ 日以上。  

 ④過去 1 年間、 休業 4 日以上等の事故・ 災害を配下作業員もしく は本人が  

発生させていない。  

 ⑤年齢満70歳未満。  

⑥直近若しく は現時点での従事現場の工事所長による、『 職長評価表』 に

基づいた評価が『 Ａ』 である。



（ 注） スキルマップサイト で登録した資格情報および修正した就労日数は、
　 　 　 グリーンサイト および建設キャリアアップシステム（ CCUS） 上には
　 　 　 反映されません。







建設サイト・ シリーズよりログイン後、
『 スキルマップサイト 』 をクリックする。













その後、 確定する勤怠をクリックします。



グリーンサイト 上に蓄積された入場時間および労働時間が
表示（ 就労した日に「 8: 00」 が自動表示） されます。



就労日数に相違がある場合は、 「 編集」 をクリックし、
就労日数に追加する日付の労働時間に『 8: 00』 を入力します。

8: 00

入力後、 「 確定」 をクリックします。
※修正箇所が黄色で表示されます。



画面上部に確認のポップアップが表示されますので「 OK」
ボタンをクリックすることで内容が反映されます。





画面上部に確認のポップアップが表示されますので「 OK」
ボタンをクリックすることで内容が反映されます。





毎月ご提出頂く 請求書の付属書類として、
『 勤怠実績報告書』 を添付してく ださい。
※『 承認日』 欄に日付が入力されたものを
　必ずご提出く ださい。








